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■リアーン・モリアーティ／和爾桃子訳 『ささやかで大きな嘘』            【４月刊行】 

海辺の公立幼稚園のパーティで起きた保護者の不審死。事故？ それとも……。ことの始まりは、子供同

士のトラブルだった。世界 31ヶ国で刊行、英米で 150万部突破の大人気ミステリ登場。 

■Ｍ・Ｒ・ケアリー／茂木健訳 『パンドラの少女』                  【４月刊行】 

〈餓えた奴ら〉の発生によって文明が完全崩壊したイギリスで発見された、奇跡の少女メラニー。彼女は

この世界の救世主なのか？ 圧巻の一大エンターテインメント長編！ 映画化決定。 

■ウルスラ・ポツナンスキ／酒寄進一訳 『古城ゲーム』                【４月刊行】 

古城がそびえる人里離れた森で、騎士や魔女になりきり十四世紀の冒険を疑似体験するゲームに参加した

若者たち。だがその一部が失踪、外部とも通信不能に。誰かが仕掛けた罠なのか。圧巻のサスペンス！  

■バリー・ライガ／満園真木訳 『ラスト・ウィンター・マーダー』           【５月刊行】 

ふたつの死体とともに閉じ込められたジャズ。一方恋人コニーは父ビリーの手に。ジャズは父の跡を継ぎ

殺人犯になってしまうのか。『さよなら、シリアルキラー』に始まる驚異の３部作ついに完結。 

■キャシー・アンズワース／三角和代訳 『埋葬された夏』               【５月刊行】 

ある少女が殺人者として裁かれてから二十年――そしていま、再び事件が動きだす。あの夏、海辺の町で

本当は何が起きたのか？ 過去と現在を往来する語りが衝撃と感動を呼ぶイギリス産傑作ミステリ。 

■ロサ・リーバス＆ザビーネ・ホフマン／宮崎真紀訳 『偽りの書簡』          【５月刊行】 

綴り方、言い回し、引用方法等、「文章」は指紋と同じくらい殺人捜査の貴重な手がかりとなる。言語と文

学を愛する文献学者と猪突猛進の新人記者、姉妹のような二人が織りなす傑作ミステリ！ 

■エミリー・ブライトウェル／田辺千幸訳 『幽霊はお見通し』〈家政婦は名探偵３〉    【５月刊行】 

裕福な婦人は交霊会からの帰宅直後に殺された!? 単純ゆえ手ごわい事件に使用人探偵団が挑む第３巻。 

■モリー・グプティル・マニング／松尾恭子訳 『戦地の図書館 海を越えた一億四千万冊』【５月刊行】 

戦争が本を変え、本が戦争のかたちを変えた……。第二次大戦中、アメリカの図書館員たちと軍が展開し

た史上最大の図書作戦「兵隊文庫」の全貌を綴る傑作ノンフィクション。「兵隊文庫」書目リストつき。 

■キャンディス・フォックス／冨田ひろみ訳 『邂逅 シドニー州都警察殺人捜査課』（仮） 【６月刊行】 

海底から発見されたのは、損壊された遺体が収められた 20もの箱。シドニー州都警察殺人捜査課に異動し

てきたばかりの刑事フランクは、新たに相棒になった女性刑事エデンと共に未曾有の連続殺人を追う。 

■ブラッドフォード・モロー／谷泰子訳 『古書贋作師』                【６月刊行】 

殴打され、両手首を切断した状態で発見された古書贋作師。稀覯書の世界へと読者を誘う、異色ミステリ。 

■エルスベツ・イーホルム／木村由利子訳 『すべては自己責任』（仮）          【６月刊行】 

隣家の火事で、留守番の女性が行方不明に。同じ日学校でも放火が。二つの事件を繋ぐのは元女性教師。 

■エドワード・Ｄ・ホック／木村二郎訳 『怪盗ニック全仕事３』            【６月刊行】 

日本で仕事？ 骨折しながら盗みに挑む？ 本邦初訳＆単著初収録作多数で贈る、文庫版全集第３弾。 

■サラ・グラン／髙山祥子訳 Claire DeWitt and the Bohemian Highway         【６月刊行】 

元恋人のギタリストが銃殺された。思いを残したまま別れた相手を喪い、満身創痍になりながらも懸命に

真実を追うクレア。謎を解くことで誰かを救うことはできるのか。『探偵は壊れた街で』に続く新たな苦闘。 



■サラ・ハルス／髙山祥子訳 『ブラック・リバー』 

六十歳の男性ウェスリーは、かつて暮らしたブラック・リバーの町へ還る。白血病で亡くなった妻の最後

の望みをかなえるため、そして、封じてきた過去と折り合いをつけるため――。感動を呼ぶミステリ。 

■キャサリン・チャンター／玉木亨訳 The Well 

異常な干魃が続くイギリスで、“わたし”がいるこの農場にだけ雨が降る。常に監視されている“わたし”

は、心の安寧を得るために語りはじめる。かつて起きた殺人事件で何をしたか、犯人は誰なのかを――。 

■ザーシャ・アランゴ／浅井晶子訳 『悪徳小説家』 

大ベストセラー作家には、決して明かせない秘密が……。 

■ローリー・Ｒ・キング／山田久美子訳 『パリの骨』（仮） 

1929 年パリ。グラン＝ギニョール劇場、600 万人が眠る地下納骨堂……。『シャーロック・ホームズの愛

弟子』のベテランが、失踪した留学生を追う私立探偵の活躍とパリの闇を鮮烈に描写する魅惑のミステリ。 

■ジュリー・ベリー／神林美和訳 The Scandalous Sisterhood of Prickwillow Place 

1890年イギリス。小規模の女子寄宿学校で、夕食中に校長夫人とその弟が突然息絶える。それぞれの事情

から学校の閉鎖を恐れた 7人の少女たちは事件を隠し、得意分野をいかして真相を解明すべく奮闘する。 

■カーリン・フォッスム／成川裕子訳 『狼を恐れた男』（仮） 

独り暮らしの老女が玄関先で死んでいた事件。捜査で浮上してきた容疑者は、偶然銀行強盗の人質となっ

てしまう！ ガラスの鍵賞受賞作家による、全世界でシリーズ累計 550万部突破のノルウェー産警察小説。 

■ヘレン・マクロイ／駒月雅子訳 『死せる真実』（仮） 

自白剤が生んだ悲惨なパーティと殺人事件。目撃者として事件に関わることとなった精神科医ウィリング

博士が推理の果てに導き出す真犯人とは？ マクロイ屈指の謎解き純度を誇る傑作長編、本邦初訳！ 

■コリン・ワトスン／直良和美訳 Hopjoy Was Here 

死体なき殺人事件を巡る、諜報機関と地元警察の捜査合戦が導く予想外の真実。英国本格第二弾。 

■シャーロット・マクラウド／戸田早紀訳 The Balloon Man 

てんやわんやの野外結婚式の最中に死者が出て!? セーラ・ケリングシリーズ最終巻、本邦初訳で登場。 

■マージェリー・アリンガム／猪俣美江子訳 『見えないドア キャンピオン氏の事件簿 II』（仮） 

紳士探偵キャンピオン氏の活躍を描く、短編集第２弾。表題作ほか本邦初訳作を含む全 11 編を収録予定。 

■ヘニング・マンケル／柳沢由実子訳 『流砂』（仮） 

北欧ミステリの帝王が死を覚悟し書き残した、人間への、世界への愛、尽きせぬ思いに溢れたエッセイ集。 

■エラリー・クイーン／中村有希訳 『エジプト十字架の謎【新訳版】』 

■アーナルデュル・インドリダソン／柳沢由実子訳 『緑衣の女』（文庫化） 

■ヘニング・マンケル／柳沢由実子訳 『北京から来た男』（文庫化） 

■カタリーナ・インゲルマン＝スンドベリ／木村由利子訳 『犯罪は老人のたしなみ』（仮） 

■フレッド・ヴァルガス／田中千春訳 『ネプチューンの風』（仮） 

■Ｅ・Ｊ・コッパーマン／藤井美佐子訳 An Uninvited Ghost 

■ケイト・アトキンソン／青木純子訳 Once Good Turn 

■シャルロッテ・リンク／浅井晶子訳 『最後の足跡』（仮） 

■ジャック・ルーボー／高橋啓訳 『オルタンスの誘拐』（仮） 

                                         …and more! 









読者モニターの皆様の声（抜粋） 

 

『さよなら、シリアルキラー』 

 

＊青春ミステリと呼ばれるものは数あれど、こんな変化

球を投げて見せる青春ミステリはそうそうないと舌を

巻きました。スリリングでありながら、恐ろしいだけ

の小説とは違う趣があるのです。（30代女性） 

 

＊連続殺人が起こり恐怖と緊迫感が覆う物語の中に、親

友や恋人との絆、少年の成長という「青春」の要

素が描かれ、単なるシリアルキラーを題材とした小説と

は一線を画しています。主人公の設定もユニーク。驚愕

の展開の連続ですが、最後にはタイトルの「さよなら」

が力強くも哀しく響きまます。（20代女性） 

 

＊連続殺人犯を父にもち、幼いころから殺人鬼の英才教

育を施されてきた…そんな主人公ジャズの特異な設定だ

けでこの本の映画化権は買い！ その後のストーリーは

どう進むのかと思ったけれど…原題「I Hunt Killers」

の意味が判明する終盤、いい意味で裏切られました

（こりゃ私費でも買いだわ）。（40代女性） 

 

『殺人者たちの王』 

 

＊物語はニューヨークに舞台を移し、前作よりダイナミ

ックに。そして、主人公やその周りの人々の心の動きは

より繊細に。前作でほのめかされた謎はさらに深まり、

複雑に。三部作とは書いてあったが、今作の幕切れには

愕然。どうなる、どうする！のピークに、プツンと「以

下次号」。早く次が読みたくてたまらない。そして、最後

の一ページに、また新たなる謎の提示。主人公の迷い

や焦りに共感しつつ、存分に作品世界に振り回

された。最終巻が楽しみでならない。（40代男性） 

 

＊今まで本格ミステリーは読みにくいと思っていました

が、この本は違いました。ニューヨーク市警、ＦＢＩを

巻き込んだ今回のゲームでは、まるで自分がゲームの主

人公になったような感覚に陥りました。間違なく今年

一番の本格ミステリーでした。（30代女性） 

 

＊軽い気持ちで読み始めたら、葛藤あふれる少年の成長

物語にすっかりハマってしまった。成長の過程で父と対

峙するというのは永遠のテーマだけれど、その父がシリ

アルキラーでその英才教育を受けたがゆえに人間を獲物

としてみてしまうという十字架を背負ってしまった少年

が、それでもまともに生きていこうとする姿は単なる

ミステリーの枠を超えたストーリー。（50代男性） 

 

『ラスト・ウィンター・マーダー』 

 

＊著者に謝りたい。すっかり侮っていたことを。１巻を

読んでいた時には、終盤にこんな展開が待っているなど

予想だにしていませんでした。２巻の時にはこのラスト

に向けて動き出していたのですから、大胆さと周到さに

驚かされました。ニューヨーク・タイムズ・ベスト

セラーというのは伊達じゃなかった。（40代男性） 

 

＊三部作を締めくくるにふさわしい内容でした。二作目

のラストも充分悲鳴ものでしたが、今回味わったスリル

はその比ではありません。二転、三転どころか二十

転も三十転もする展開は、ミステリを読む楽し

さを再認識させてくれました。ジャズの孤独な闘い

には読んでいて胸が痛くなりましたが、守り支えてくれ

る大人の存在に救われます。三部作の中でいちばん痛く

て、いちばんジャズを近くに感じられる一冊です。（女性） 

 

＊三部作の完結編として、今まで以上の読みごたえを約

束してくれる作品であり、読者の心を擦り切らせながら

も一気に読ませる作品だった。彼らの行く末を結末まで

見届けることができたのは幸福でしかない。予想を裏

切り期待を裏切らない快作だった。（20代女性） 

 

＊自分の中の怪物の血を恐れつつも、そこから逃げ出さ

ずに向きあおうとするジャズは本当にかっこいい！ と

はいえこの作品の魅力の一端は、ビリーという

キャラクターの存在だと思います。ジャズの頭

の中で囁く彼の言葉に興奮させられてしまうのも、シリ

アルキラー・ビリーが余りに魅力的だから。（40代女性） 
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